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保健所における禁煙・喫煙防止指導

高校生に対する禁煙・防煙教室の取り組みを通して
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目的　新城保健所管内のA高校で禁煙教室と防煙教室を行い，この取り組みから，保健所にお

ける禁煙・防煙指導について検討した。

対象と方法　禁煙教室はA高校の学校内喫煙生徒を対象に，防煙教室は同じくA高校の1年生

全員を対象に実施した。禁煙教室の効果については平成6年12月に実施した禁煙教室受講者

18人の受講前と教室最終日・3ヵ月後および1年後のアンケート調査で検討した。

　防煙教室については平成8年度に実施した6クラスの受講後の感想文と受講前および6～

12ヵ月後のアンケートから受講に対する全体の効果を検討した。

結果　禁煙教室での禁煙率は教室最終日7人（38.9％），3ヵ月後3人（16.7％），1年後1人

（5.6％）であった。喫煙に関する知識は教室最終日には有意に上昇し，3ヵ月後，1年後も

継続していた。禁煙や節煙を試みた生徒は3ヵ月後83.3％，1年後44.4％であった。

　防煙教室では，受講前の1年生時の喫煙率は8.2％，受講後の2年生時の喫煙率は9.7％で

若干の上昇はあったが，有意な差はなかった。受講後6～12ヵ月の調査で，教室以後に喫煙

に関して意識や行動面で変化のあった生徒は37.9％あった。また教室受講以後に喫煙の勧誘

があったが，喫煙しなかった生徒は受講生徒全体の約1割であった。受講後の感想文では

「たばこは吸わない・勧められたら断りたい」と記載のあった生徒が約3割あった。

結論　禁煙教室では知識は有意に向上し，禁煙や節煙を試みて自身の行動を見直し，望ましい行

動へ変容を促す契機になったと思われた。

　防煙教室では，受講前に比べて6～12ヵ月後の喫煙率に有意な上昇がみられなかったこ

と，喫煙の勧誘に対して生徒が適切に対応したことから，喫煙防止の短期的な効果がみられ

たと考えられた。
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